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⑮ 研究概要
1) 実存思想の研究
2) 哲学的生命論の研究
3) 応用倫理学研究
⑮著書
1) 盛永審一郎: r生殖医学」と「生命倫理」一一
解きはなたれたプロメテウス一一，着床前診断に
対する倫理的視座一一ドイツの議論を通じて，ド
イツ脹保護法は情け知らずか.r生殖医学と生命
倫理」長島 隆・盛永審一郎編， 9-19， 70-99， 259-
274，太陽出版，東京， 2001. 
⑮原著
1) 盛永審一郎:ドイツにおける着床前診断の倫理
的視座一一「人間の尊厳」一一.生命倫理， VOL. 
1 NO.1: 134-141. 2001. 
2) 盛永審一郎(訳):ヨハネス・ライター:ドイツ
連邦共和国における医療倫理.医学哲学医学倫理，
19 : 192-200. 2001. 
3) 盛永審一郎:存在と不可侵性一一ヨナスの
Z weckhaf tig kei tの概念.ヘーゲル哲学研究， 7: 
21-37. 2001. 
⑮その他
1) 盛永審一郎:rヒト脹の診断・利用」をめぐる
ドイツの倫理的視座一一人間の尊厳一一.富山医
科薬科大学一般教育研究紀要 25:21-38. 2001. 
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⑮ 研究概要
1) 日本古代史研究
2) 精神史としての治療史研究
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⑮ 研究概要
南部徳盛:
1) 非線形退化型放物型方程式の研究
2) 非線形楕円型方程式の研究
3) 非線形常微分方程式の研究
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